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社会資本総合整備計画 　　 防災・安全交付金 令和4年12月2日

1 高松市の大島における安心・安全な港づくり（防災・安全）

令和元年度　～　令和2年度　（2年間）

・経年変化により老朽化の進んだ施設の再整備により、島民の暮らしを守るとともに、安全・安心に利用できる港湾施設の整備を図る。

　１．事業効果の発現状況 ：　一定の効果があった

・強風時でも安全な離接岸、乗客の安全で快適な利用、車両の運搬を考慮したフェリーの就航など離島港湾における施設を整備する。

（R1当初） 　　 （R2末）
港湾施設の整備を実施した割合 目標値： 0 % 0 % 100 %
実施事業費÷総事業費×100＝整備率 達成値： 0 % 0 % 91 % 90.9%

目標値：
達成値：

目標値：
達成値：

Ａ　港湾事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R元 R2 R3 R4 R5

A2-001 港湾 離島 高松市 直接 高松市 防波堤改良　L=168m 大島地区 36 56 156% 令和3年より他計画へ移行

A2-002 港湾 離島 高松市 直接 高松市 物揚場　L=15m 大島地区 50 24 48% 令和3年より他計画へ移行

A2-003 港湾 離島 高松市 直接 高松市 浚渫　V=14700 大島地区 2 0.2 10% 令和3年より他計画へ移行

合計 88 80 2

Ｂ　関連社会資本整備事業 （該当なし）

事業 地域 交付 直接 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R元 R2 R3 R4 R5

Ｃ　効果促進事業 （該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R元 R2 R3 R4 R5

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R元 R2 R3 R4 R5

要素事業の事業進捗

　　概ね計画通り進捗

・概ね計画通り進捗している。

２．今後の方針

　　継続　

・令和３年度より地方創生港整備推進交付金事業へ移行し、港湾施設改良事業について引き続き実施し、施設の安全確保を図る。

・計画目標通りの予算確保に努める。

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 高松市

計画の目標

88百万円 Ｂ

・改良工事を行う際の、調査・測量・設計が完了し、防波堤のﾌﾞﾛｯｸ製作が進捗したことから、予定どおり地方創生港整備推進交付金事業へ移行できた。令和５年度に整備が完了し、港の安全性が向上する予定となっている。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
達成率 備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

91%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
80百万円 Ａ 80百万円

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
88百万円 Ａ

実施事業費
（百万円）

防波堤整備事業

物揚場整備事業

Ｂ 百万円 Ｃ

百万円 Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

0.00%
進捗率

（事業費ベース）
百万円

効果促進事業費の割合
0.00%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

泊地浚渫事業

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町村名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）番号 事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町村名

実施事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費
（百万円）
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■ 事後評価（社会資本総合整備計画）

事後評価書参考資料

高松市の大島における安心・安全な港づくり（防災・安全）

高松市役所 河港課
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位置図

大島港

お お し ま ち く
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大島地区

全体計画図

お お し ま ち く

物揚場
(水深3m)

浚渫
(水深3m)

突堤付替え

事業概要

港湾施設
改良事業

事業概要 完了数 残数

防波堤改良 168m 0m 168m

物 揚 場 15m 0m 15m

浚 渫 14,700 0 14,700 

①防波堤改良
（延伸部分）
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事業概要（防波堤延伸部のブロック製作状況）
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